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Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
９
月
９
日
「
阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
の
初
検
査
と
出
発
式
を
行
い
、
２
０
２

５
年
産
米
の
概
算
金
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

農
家
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
受
け
、

特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米
60
㎏
当
た

り
を
前
年
よ
り
１
万
１
２
２
０
円
増
の
３
万

３
２
４
０
円
（
税
込
）
と
決
定
。
概
算
金
、

上
げ
幅
と
も
に
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
７
月
、
初
め
て
開
い
た

米
集
荷
推
進
大
会
で
概
算
金
目
標
額
を
３
万

２
４
０
円
と
提
示
。
全
国
的
に
も
早
い
段
階

に
公
表
し
た
こ
と
で
、
概
算
金
ベ
ー
ス
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。
民
間
事
業
者
と
の
集
荷

競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
さ
ら
に
取
引
業

者
と
の
価
格
交
渉
を
進
め
、
今
回
の
概
算

金
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

25
年
産
は
高
温
対
策
と
し
て
研
修
会
や

現
地
検
討
会
を
開
き
、
高
温
に
よ
る
収
量
減

少
や
品
質
低
下
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

初
検
査
で
は
10
軒
の
生
産
者
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
約
42
ｔ
の
阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ
リ

（
特
別
栽
培
米
）
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
を
抜

き
取
っ
て
検
査
を
行
い
新
米
の
形
や
色
つ
や
、

水
分
量
や
粒
の
張
り
具
合
を
確
認
。
全
量
が

最
高
品
質
の
１
等
米
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
８
月
30
日
、
熊
本
市
中
央
区

の
び
ぷ
れ
す
広
場
で
開
か
れ
た
特
売
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
特
売
会
は
８
月
31
日
の

「
野
菜
の
日
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
熊
本
県
産
の
夏
秋
野
菜
Ｐ

Ｒ
と
販
売
促
進
が
目
的
で
す
。
会
場
に
は
熊

本
県
産
の
夏
秋
野
菜
12
品
目
が
並
び
、
多
く

の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
、
小
国
郷
地
区
特
産
の
生
し

い
た
け
や
高
森
地
区
特
産
の
ひ
ご
む
ら
さ
き

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
河
津
勝
職
員
は
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
管

内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
夏
秋
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
た
。
今
後
も
阿
蘇
の
誇
る
特
産
物
の

美
味
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
右
＝

「
び
ぷ
れ
す
広
場
」
特
売
会
の
様
子
）

写真左＝阿蘇市給食センターへ新米の寄贈　写真右＝関係者による出発式テープカット

初検査で式辞を述べる原山寅雄組合長

初検査で全量が最高品質の１等米となった「阿蘇コシヒカリ」

過去最高金額「特別栽培米 阿蘇コシヒカリ」概算金33,240円　集荷量16.1万俵を目指す

阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ
リ
初
検
査
･
出
発
式

概
算
金 

上
げ
幅
と
も
に
過
去
最
高

〝
野
菜
の
日
〞
阿
蘇
夏
秋
野
菜
を
Ｐ
Ｒ

生
し
い
た
け
、
ひ
ご
む
ら
さ
き
な
ど
販
売

　

出
発
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
他
、
阿
蘇
市
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

の
新
米
贈
呈
、
新
米
の
お
に
ぎ
り
を
参
加

者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
米
の
生
産
は
日
本

農
業
の
基
盤
だ
。
農
家
の
営
農
と
暮
ら
し
を

守
る
責
任
が
あ
る
。
再
生
産
可
能
な
金
額
を

設
定
し
た
こ
と
で
、
農
家
所
得
の
増
大
に
繋

が
る
と
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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県内の３農業関係団体
「熊本経済連・熊本果実連・らくのうマザーズ」
阿蘇地域世界農業遺産応援の寄付金贈呈

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
・
Ｊ
Ａ
熊
本
果
実
連
・
ら
く
の
う

マ
ザ
ー
ズ
の
県
内
３
農
業
関
係
団
体
が
８
月
18
日
、
阿
蘇

地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
会
の
原
山
寅
雄
会
長
（
Ｊ
Ａ

阿
蘇
組
合
長
）
に
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
地
域
は
世
界
農
業
遺
産
認
定
か
ら
12
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
同
協
会
は
農
畜
産
物
の
販
促
活
動
や
収
穫
感
謝

祭
を
実
施
し
、
阿
蘇
が
世
界
農
業
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
国

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
26
年
か
ら
は
「
阿

蘇
世
界
農
業
遺
産
基
金
」
を
創
設
。
世
界
農
業
遺
産
応
援

の
た
め
の
寄
付
金
を
募
っ
て
き
ま
し
た
。

　

原
山
会
長
は
「
多
く
の
方
の
ご
厚
意
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
草
原
と
阿
蘇
地
域
の
農
業
を
守
り
後
世
に
繋
げ

る
た
め
、
一
層
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
、

謝
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
阿
蘇
地

域
の
活
性
化
や
阿
蘇
地
域
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
等
の
付

加
価
値
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

写
真
右
＝
県
内
３
農
業
関
係
団
体
役
員
の
方
々
と
原
山
会
長

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
月
26
・
27
日
、
横
浜
市
の
ス
ー
パ
ー
三

和
の
港
北
店
と
ト
レ
ッ
サ
横
浜
店
で
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
両
店
の
店
頭
に
は
、
阿
蘇
で
採
れ
た

旬
の
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
は
じ
め
新
鮮
な
野
菜
５

品
目
が
並
び
、
阿
蘇
産
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
や
、

み
ず
み
ず
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
阿
蘇
農

業
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
産
地
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て
①
安
全
・
安

心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
農
家
所
得
の
安
定
化
②
販
売

力
強
化
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
構
築
の
２
項
目
を
掲
げ
、

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
販
促
イ
ベ

ン
ト
を
担
当
し
た
河
津
勝
職
員
は
「
東
京
シ
テ
ィ
青
果
と
協

力
し
、
大
都
市
圏
で
の
認
知
度
向
上
と
販
路
拡
大
を
更
に

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
、
今
後
も
継
続
的
に
販
売
促
進
活
動
を

展
開
し
、
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
努
め
る
方
針
で
す
。

写
真
右
＝
ス
ー
パ
ー
で
行
わ
れ
た
販
売
促
進
活
動
の
様
子

　

６
月
か
ら
ｙ
ｏ
ｕ
＋
ｙ
ｏ
ｕ
く
ま
も
と
農
畜
産
物
市
場

と
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
朝
ど
り
市
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
ｙ
ｏ
ｕ

＋
ｙ
ｏ
ｕ
く
ま
も
と
農
畜
産
物
市
場
で
小
国
郷
で
採
れ
た

新
鮮
野
菜
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

同
市
場
は
今
年
で
25
年
目
を
迎
え
、
１
日
の
平
均
客
数

は
約
１
５
０
０
人
、
売
り
上
げ
は
平
均
で
４
０
８
万
円
。

午
前
中
に
品
薄
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
同
市
場
か
ら
「
商

品
在
庫
の
確
保
が
課
題
」
と
Ｊ
Ａ
阿
蘇
が
相
談
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
に
と
っ
て
も
販
路
拡
大
・
販
売
促

進
に
繋
が
り
、
相
互
に
利
益
獲
得
と
な
る
こ
と
か
ら
小
国

郷
朝
ど
り
市
と
の
タ
ッ
グ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

同
市
場
の
松
岡
店
長
は
「
特
に
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
葉
物

野
菜
の
人
気
が
高
い
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
と
協
力
し
販
売
活
動
の

拡
大
に
尽
力
し
た
い
」
と
タ
ッ
グ
販
売
に
期
待
を
込
め
て

い
ま
す
。

　

販
売
日
は
火
・
木
・
土
曜
の
週
３
回
で
11
月
ま
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
写
真
右
＝
小
国
郷
朝
ど
り
市
の
新
鮮
野
菜

横浜市のスーパー2店舗で
阿蘇産の新鮮野菜5品目を販売！

阿蘇農業遺産のＰＲと産地の魅力も伝える

ＪＡ阿蘇農産物 販路拡大へ
ｙｏｕ＋ｙｏｕくまもと農畜産物市場と

小国郷朝どり市がタッグ！
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ミカンコミバエやトマトキバガなど
関係機関が連携

侵入警戒病害虫対策を強化

　

熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
阿
蘇
支
部
技
術
部
会
は
７
月
15
日
、

阿
蘇
市
で
侵
入
警
戒
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
部
会
は
、
地
域
振
興
局
・
各
市
町
村
・

Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
指
導
員
で
構
成
さ
れ
、
今
回
の
会
議
で
は
、

侵
入
警
戒
病
害
虫
へ
の
対
応
策
が
主
要
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課
よ
り
、
ミ
カ
ン

コ
ミ
バ
エ
や
ト
マ
ト
キ
バ
ガ
と
い
っ
た
侵
入
警
戒
病
害
虫

を
発
見
し
た
場
合
の
具
体
的
な
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
改

め
て
周
知
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ト
マ
ト
キ
バ
ガ
は
５
月
30

日
に
熊
本
県
病
害
防
除
所
よ
り
病
害
虫
発
生
予
察
注
意
報

が
発
表
さ
れ
、
す
で
に
県
内
複
数
地
域
の
圃
場
で
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
る
現
状
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
を

防
ぐ
た
め
、
異
な
る
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
や
適
切

な
薬
剤
使
用
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る

指
導
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
（
写
真
＝
侵
入
警
戒
病

害
虫
へ
の
対
策
が
主
要
議
題
と
な
っ
た
会
議
の
様
子
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
・
８
・
９
月
の
第
３
土
曜
日
に
、
福
岡

市
の
福
岡
大
同
青
果
で
開
催
さ
れ
た
「
ベ
ジ
フ
ル
感
謝

祭
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

感
謝
祭
で
は
、
阿
蘇
の
特
産
物
で
あ
る
ト
マ
ト
や
キ
ュ

ウ
リ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
販
売
や
ア
ス
パ
ラ
ご
飯
や

肉
み
そ
野
菜
デ
ィ
ッ
プ
、
夏
野
菜
の
塩
昆
布
和
え
の
試
食

会
が
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
２
０
２
５
年
度
の
販
売
目
標
（
野
菜
・

果
菜
・
花
卉
果
樹
）
金
額
を
68
億
円
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

担
当
し
た
河
津
勝
職
員
は
「
販
売
・
試
食
と
も
に
好
評
で
、

消
費
者
に
阿
蘇
の
夏
秋
野
菜
や
世
界
農
業
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
が
出

来
た
。
今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
農
産
物
の
お

い
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(

写
真
＝
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
ベ
ジ
フ
ル
感
謝
祭
の
様
子)

福岡大同青果「ベジフル感謝祭」で
阿蘇の夏秋野菜をＰＲ

「販売・試食ともに好評！」
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農
業
用
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収

約
60
ｔ
の
廃
プ
ラ
持
ち
込
ま
れ
る

れ
ま
す
。

　

審
査
は
森
産
業
㈱
熊
本
出
張
所
の
七
條

真
司
さ
ん
ら
が
務
め
ま
し
た
。

　

七
條
さ
ん
は
「
他
産
地
同
様
、
春
先
か

ら
梅
雨
の
雨
不
足
で
種
駒
の
初
期
活
着
と

蔓
延
遅
れ
が
見
ら
れ
て
い
た
が
、
今
後
の

管
理
を
徹
底
し
蔓
延
の
遅
れ
を
取
り
戻
し

て
ほ
し
い
。
今
後
は
適
期
作
業
を
行
い
、

異
常
気
象
に
負
け
な
い
ホ
ダ
木
を
作
っ
て

ほ
し
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

成
型
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
渋
谷

甲
二
さ
ん
は
「
来
年
も
賞
が
取
れ
る
よ
う
に

適
期
に
駒
打
ち
を
し
て
、
栽
培
管
理
に
努

め
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
担
当
の
木
下
翔
太
職
員
は
「
今
後

の
栽
培
管
理
を
見
直
し
な
が
ら
、
計
画
的

に
駒
打
ち
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
（
写
真
上
＝
ホ
ダ
木
コ
ン
ク
ー
ル

の
様
子
）

成
型
駒
の
部
最
優
秀
賞
に
渋
谷
甲
二
さ
ん

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会

　
　
　
　
　

 　
「
ホ
ダ
木
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
は
９

月
10
日
、
ホ
ダ
木
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
接
種
し
た
原
木
を
11
戸
の
生

産
者
が
合
計
25
本
持
ち
寄
り
、「
成
型
駒
の

部
」
と
「
棒
駒
の
部
」
の
２
部
門
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
原
木
の
菌
糸
の
状
態

を
検
査
し
て
、
菌
糸
の
伸
び
具
合
を
内
部
・

表
面
・
木
口
で
点
数
を
付
け
、
各
10
点
満
点

で
評
価
を
行
い
ま
す
。
生
産
者
が
各
自
で
駒

打
ち
し
た
原
木
を
長
さ
20
㎝
程
度
に
切
っ

て
か
ら
縦
半
分
に
割
り
、
皮
を
剥
ぎ
審
査

を
し
ま
し
た
。
菌
糸
が
伸
び
て
い
る
ほ
ど
原

木
の
状
態
が
良
く
、
来
年
の
発
生
が
期
待
さ

令和７年度ＪＡ営農指導実践県大会
木下翔太職員が優秀賞受賞

　

８
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和
７
年

度
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
実
践
熊
本
県
大
会
」
で
、

小
国
郷
営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸
課
の
木
下
翔

太
職
員
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
県
内
８
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導

員
が
、
農
家
所
得
の
増
大
に
向
け
た
技
術

指
導
や
産
地
振
興
に
繋
が
る
活
動
事
例
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

木
下
職
員
は
「
小
国
郷
ほ
う
れ
ん
草
部
会

〜
産
地
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み
〜
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
病
害
虫
多
発
に
伴
う
品
種
転

換
の
事
例
や
農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
の
減
少
か
ら
生
じ
る
耕
作
放
棄
地
内
の
中

古
ハ
ウ
ス
の
活
用
方
法
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

木
下
職
員
は
「
今
後
も
高
冷
地
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
産
地
維
持
が
で
き
る
よ
う
に
、

部
会
員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
右
＝
活
動
事
例
を
発
表
す
る
木
下
職
員
）

棄
物
で
あ
る
為
、
野
焼
き
な
ど
で
の
焼
却
や

不
法
投
棄
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
適
正
な
処
分
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
焼
却
処
分
や
不
法
投
棄
が
な
い
よ

う
に
一
斉
処
理
日
を
定
め
、
組
合
員
へ
の

周
知
や
各
購
買
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー
を
張
り

出
す
な
ど
し
て
回
収
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

回
収
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
持
ち
込
ま

れ
た
廃
棄
物
の
計
量
や
荷
下
ろ
し
、
分
別

作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
廃
棄
物
類
は
委
託
業
者
に

よ
り
再
生
処
理
加
工
さ
れ
、
大
部
分
は
生

活
用
品
等
へ
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

持
ち
込
ん
だ
農
家
は
「
資
材
価
格
の
高

騰
で
新
規
購
入
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

な
る
べ
く
資
材
の
使
い
回
し
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
部
管
内
の
次
回
収
集
は
来
年
２
月
中

旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
管
内
で
は
８
月
、
不
要

と
な
っ
た
農
業
用
廃
棄
資
材
の
回
収
を
阿
蘇

市
の
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
行
い
ま

し
た
。
今
回
４
日
間
で
、
農
Ｐ
Ｏ
・
畜
産
ラ

ッ
プ
・
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
・
肥
料
袋
・
田
植
箱

な
ど
、
約
60
ｔ
の
農
業
用
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃

写
真
＝
荷
降
ろ
し
を
す
る
Ｊ
Ａ
職
員
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生
産
力
・
販
売
力
強
化
に
取
り
組
む

販
売
金
額
７
億
９
９
０
０
万
円

　
　
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
総
会

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
８
月
６
日
、

行
政
・
部
会
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
60
名
が

出
席
し
、
一
の
宮
中
央
支
所
で
令
和
６
年
度

い
ち
ご
部
会
の
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
新
規
部
会
員
の
加
入
承
認
、

事
業
収
支
報
告
、
事
業
計
画
な
ど
10
議
案

が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
新
部
会
長
に
園
田
賢
臣
さ

ん
、
副
部
会
長
に
岩
下
岩
雄
さ
ん
が
就
任
。

　

部
会
員
は
本
総
会
で
加
入
が
承
認
さ
れ

た
新
規
部
会
員
２
名
を
合
わ
せ
37
名
と
な

り
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
生
産
力
・
販
売

力
強
化
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
24
年
産

は
販
売
数
量
４
９
０
ｔ
（
前
年
比
98
％
）
、

販
売
金
額
７
億
９
９
０
０
万
円
（
同
１
０

２
％
）
、
平
均
単
価
１
６
２
８
円
（
同
１

０
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
表
彰
式
も
行
わ
れ
「
Ｊ
Ａ
表
彰
の

部
」
で
総
販
売
金
額
の
功
績
を
称
え
５
名
、

「
部
会
表
彰
の
部
」
で
単
位
面
積
当
た
り
販

売
金
額
８
０
０
万
円
以
上
の
功
績
を
称
え
８

名
へ
、
表
彰
状
の
授
与
と
賛
辞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

◇
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部

▽
総
販
売
受
賞
者
＝
大
津
裕
樹
・
佐
藤
哲

治
・
園
田
賢
臣
・
嶋
野
武
輝
・
井
野
大
志
郎

◇
部
会
表
彰
の
部

▽
単
位
面
積
当
た
り
金
額
＝
嶋
野
武
輝
・
志

賀
謙
三
・
西
田
満
士
・
大
津
裕
樹
・
嶋
田
陽

一
・
岩
下
岩
雄
・
小
野
龍
臣
・
井
野
大
志
郎

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
西
原
甘
藷
部
会
は
８
月
７
日
、

部
会
員
や
Ｊ
Ａ
・
行
政
・
市
場
関
係
者
ら

約
80
人
が
参
加
し
て
２
０
２
４
年
度
総
会

を
開
き
、
実
績
報
告
や
今
後
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
24
年
産
は

夏
場
の
高
温
に
よ
る
空
洞
症
や
収
穫
時
の

秋
雨
で
軟
腐
病
が
発
生
。
販
売
数
量
１
６

３
６
ｔ
（
前
年
比
91
・
７
％
）
、
販
売
金

額
５
億
３
５
０
０
万
円
（
同
87
・
８
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
高
温
対
策
と
し
て

主
に
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
バ

イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の
活
用
や
、

マ
ル
チ
の
種
類
の
変
更
な
ど
を
実
施
し
、

空
洞
症
の
低
減
に
努
め
る
計
画
で
す
。

　

東
厚
部
会
長
は
「
高
温
対
策
が
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
栽
培
管
理
を
徹
底
し
品
質

向
上
・
安
定
出
荷
に
努
め
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
（
写
真
右
＝
甘
藷
部
会
総
会

の
様
子
）

Ｊ
Ａ
阿
蘇
西
原
甘
藷
部
会
総
会

栽
培
管
理
徹
底
と
安
定
出
荷
に
努
め
る

　

西
原
甘
藷
部
会
で
は
２
０
２
５
年
産
の

出
荷
が
９
月
10
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
出
荷
で
は
甘
さ
が
濃
厚
で
し
っ
と
り

し
た
品
種
「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
約
２
０

０
０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
５
㎏
）
が
持
ち

込
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
、
部
会
員
59
名
で

作
付
面
積
は
80 

ha
、
主
に
県
内
や
関
西
、

東
海
地
方
へ
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
担

当
の
鞭
馬
直
輝
職
員
は
「
８
月
後
半
か
ら

適
度
な
降
雨
が
あ
り
、
順
調
な
生
育
に
繋

が
り
今
年
も
収
量
に
期
待
を
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出
荷
は
９
月
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

※
写
真
右
＝
初
出
荷
を
前

に
生
育
状
況
の
確
認
／
写

真
上
＝
出
荷
さ
れ
る
シ
ル

ク
ス
イ
ー
ト

今
年
産 

販
売
数
量
１
７
７
０
ｔ

５
億
５
０
０
０
万
円
目
指
す

ＪＡ阿蘇いちご部会「ＪＡ表彰の部」「部会表彰の部」で表彰された方々

生産各部会の生育・出荷・査定会・総会などの情報①
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生産各部会の生育・出荷・査定会・総会などの情報②
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
西
原
栗
部
会
で
は
、
８
月
下
旬
よ
り
２
０
２
５

年
産
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
全
国
的
に
出
荷

量
が
少
な
か
っ
た
が
、
西
原
地
区
も
例
外
で
は
な
く
前
年

比
50
％
の
出
荷
量
で
し
た
。
今
年
度
は
２
月
下
旬
か
ら
４

月
に
か
け
て
低
温
が
続
き
ま
し
た
が
、
収
穫
が
始
ま
る
時

期
に
は
着
毬
数
も
多
く
、
昨
年
よ
り
多
い
出
荷
量
約
15
ｔ

（
前
年
比
１
８
８
％
）
の
出
荷
量
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

出
荷
先
は
岐
阜
と
地
元
熊
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
約
30
名
の
生
産
者
が
出
荷
を
行
い
、
毎
年

出
荷
査
定
会
を
開
き
、
出
荷
・
収
穫
時
の
注
意
点
や
出
荷

規
格
の
統
一
に
努
め
て
い
ま
す
。
担
当
職
員
は
「
よ
り
良

い
品
質
の
も
の
を
よ
り
多
く
出
荷
す
る
た
め
に
、
涼
し
い

時
間
帯
で
の
収
穫
、
選
果
基
準
の
徹
底
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　

写
真
右
＝
栗
選
果
の
様
子

前
年
比
１
８
８
％
の
約
15
ｔ
を
岐
阜
・
地
元
熊
本
へ
出
荷

　
　
　
　
　

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
西
原
栗
部
会
＝

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
は
８
月
29
日
、
栽
培
後
半
に

向
け
た
目
慣
ら
し
会
・
現
地
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

目
慣
ら
し
会
で
は
、
着
色
基
準
の
確
認
や
規
格
を
再
確
認

し
ま
し
た
。
現
地
検
討
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
指
導
員
や
種
苗

会
社
よ
り
後
半
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
同
部
会
は
部
会
員
24
戸
で
作
付
面
積
３
６
０
ａ
、

販
売
数
量
１
９
５
ｔ
、
販
売
金
額
１
億
３
０
０
０
万
円
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
白
石
忠
幸
部
会
長
は
「
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
異
常
気
象
や
世
界
情
勢
が
激
動
し
て

い
る
中
、
当
部
会
で
も
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
問

題
が
起
き
て
い
る
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
生
産
販
売
計
画
を

立
て
、
生
産
力
の
維
持
拡
大
、
販
売
力
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
良
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
安
定

的
に
供
給
で
き
る
よ
う
部
会
員
一
同
努
力
し
て
い
く
」
と
語

り
、
販
売
担
当
の
石
田
澄
恵
職
員
も
「
資
材
高
騰
な
ど
生
産

環
境
の
厳
し
い
情
勢
が
続
く
中
で
、
後
半
も
目
標
達
成
に
向

け
て
市
場
と
も
密
に
情
報
交
換
を
行
い
、
有
利
販
売
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
＝
現
地
検
討
会
の
様
子

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
は
、
県
内
で
最
も
早
く
２
０
２
５
年
産

イ
チ
ゴ
の
定
植
が
始
ま
り
ま
し
た
。
恋
み
の
り
を
１
１
２
・

８
ａ
で
高
設
栽
培
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
の
園
田

賢
臣
部
会
長
は
、
家
族
と
外
国
人
技
能
実
習
生
８
人
で
、
迅

速
か
つ
丁
寧
に
イ
チ
ゴ
苗
を
定
植
し
て
い
ま
し
た
。

　

園
田
さ
ん
は
「
厳
し
い
残
暑
は
あ
っ
た
が
、
自
然
災
害
に

よ
る
大
き
な
影
響
も
な
く
、
例
年
通
り
の
定
植
時
期
と
な
っ

た
。
管
理
を
徹
底
し
て
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
消
費
者
に
届
け

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
同
部
会
は
部
会
員
36
戸
、
作

付
総
面
積
１
１
６
１
ａ
、
出
荷
量
２
１
０
万
パ
ッ
ク
、
販
売

金
額
８
億
６
０
０
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
の
育
苗
管

理
が
で
き
、
例
年
通
り
の
苗
の
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

高
温
の
影
響
で
病
害
虫
の
発
生
や
定
植
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

た
が
、
９
月
に
入
り
花
芽
分
化
も
進
み
９
月
５
日
よ
り
定
植

を
開
始
。
ま
ず
は
年
内
収
量
確
保
に
向
け
、
生
育
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
栽
培
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。
出
荷
は
主
に
関
東
・
関
西
市
場
を
重
点
に
11

月
上
旬
を
予
定
。
輸
出
に
も
力
を
入
れ
る
計
画
で
す
。

販
売
金
額
８
億
６
０
０
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
る

　
　
　
　

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
＝

販売金額１億３０００万円目標
目慣らし会・現地検討会開く
＝ＪＡ阿蘇ミニトマト部会＝

イチゴ定植作業の様子
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第
50
回
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
大
会

「
盟
友
の
主
張
最
優
秀
賞
」
丹
生
幸
宏
さ
ん

「
組
織
活
動
実
績
最
優
秀
賞
」
一
の
宮
支
部

　

第
50
回
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
大
会
が
８

月
５
日
開
か
れ
、
青
壮
年
部
盟
友
や
関
係

者
ら
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
髙
本
祐
史
部
長
が

「
国
民
が
食
料
生
産
へ
目
を
向
け
て
お
り
、

水
稲
経
営
に
お
い
て
は
暗
黒
の
時
代
に
一

寸
の
光
が
差
し
て
き
て
い
る
。
今
が
農
業

の
転
換
期
だ
」
と
力
強
く
式
辞
を
述
べ
、

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
組
合
員
が
Ｊ
Ａ
に

目
を
向
け
て
く
れ
て
い
る
。
農
家
所
得
の

増
大
の
た
め
に
、
青
壮
年
部
活
動
と
共
に

農
業
経
営
を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

青
壮
年
部
員
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
盟
友
の
主
張
発
表
、
組
織
活

動
実
績
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

盟
友
の
主
張
で
は
「
安
全
で
美
味
し
い
農

産
物
作
り
と
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
の
養
殖
」
を

発
表
し
た
西
原
支
部
の
丹
生
幸
宏
さ
ん
が
、

組
織
活
動
実
績
発
表
に
お
い
て
は
「
次
の
世

代
へ
繋
ぐ
青
壮
年
部
活
動
に
つ
い
て
」
を
発

表
し
た
一
の
宮
支
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
丹
生
さ
ん
と
一
の
宮
支

部
は
10
月
24
日
開
催
の
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮

年
部
大
会
に
阿
蘇
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、
別
府
大
学
国
際
経
営
学
部

の
森
宗
一
氏
が
「
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
の
展
開
に

つ
い
て
〜
経
営
理
念
と
負
け
な
い
農
業
経
営

〜
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

写
真
上
＝
青
壮
年
部
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
７
月
24
日
、
女
性

部
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
60
名
が
参
加
し

て
女
性
部
全
体
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
熊
本
県
知
事
公
室
危
機
管

理
防
災
課
の
川
本
収
三
さ
ん
が「『
自
助
』

『
共
助
』
に
よ
る
防
災
の
取
り
組
み
」
と

題
し
て
講
演
。「
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
発
生
し
て
い

る
。
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も
、
事
前
準

備
や
訓
練
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
災
害
に

備
え
「
命
を
つ
な
ぐ
災
害
食
レ
シ
ピ
」
の

紹
介
や
非
常
時
に
持
ち
出
す
べ
き
物
の
確

認
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
し
た
女
性
部
員
は
「
も

し
も
の
時
こ
そ
落
ち
着
い
た
行
動
が
重
要
。

事
前
準
備
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
確
認

を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
不
安
を
減
ら

し
た
い
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ

で
ん
き
」
の
勉
強
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
員
の
阿
南
喜
和
子
さ
ん

と
女
性
部
担
当
の
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
瀬
井

真
美
職
員
は「
夏
野
菜
の
酢
漬
け
で
猛
暑
を
乗

り
切
る
。調
理
時
間
は
漬
け
時
間
含
め
約
30
分
。

暑
く
忙
し
い
時
期
、時
短
で
お
い
し
い
も
の
」

の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
ま
し
た
。

【
材
料
】収
穫
し
た
て
の
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ
ト
、

エ
ー
コ
ー
プ
商
品
の
ら
っ
き
ょ
う
酢
を
使
い
ま

す
。酸
味
は
食
欲
増
進
や
疲
労
回
復
、熱
中
症

対
策
に
期
待
が
で
き
、夏
ば
て
防
止
に
最
適
。

【
作
り
方
】薄
く
切
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
を
水
に
さ

ら
す
間
に
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ
ト
と
大
葉
を
細

か
く
切
る
。ら
っ
き
ょ
う
酢
を
野
菜
が
半
分
漬

か
る
程
度
に
か
け
て
漬
け
る
だ
け
。ご
ま
油
と

し
ょ
う
ゆ
、ニ
ン
ニ
ク
を
加
え
る
と
中
華
風
に

な
り
、お
つ
ま
み
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

　

瀬
井
職
員
は「
手
間
を
か
け
ず
、お
い
し
く

作
る
阿
南
さ
ん
の
料
理
は
女
性
部
員
の
間
で

も
大
好
評
。簡
単
で
ま
ね
し
や
す
い
。ぜ
ひ
多

く
の
方
に
作
っ
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

〝
も
し
も
の
時
こ
そ
落
ち
着
い
た
行
動
を
〞

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
「
全
体
研
修
会
」

写
真
右
＝
研
修
の
様
子

阿
蘇
の
恵
み
で〝
Ｔ
Ｈ
Ｅ
農
家
メ
シ
〞

阿
蘇
の
恵
み
で〝
Ｔ
Ｈ
Ｅ
農
家
メ
シ
〞

阿
蘇
の
恵
み
で〝
Ｔ
Ｈ
Ｅ
農
家
メ
シ
〞

阿
蘇
の
恵
み
で〝
Ｔ
Ｈ
Ｅ
農
家
メ
シ
〞
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
色
申
告
会
は
６
月
30
日
、

サ
ン
ク
ラ
ウ
ン
大
阿
蘇
で
令
和
６
年
度
青

色
申
告
会
通
常
総
会
を
開
き
、
令
和
６
年

度
事
業
報
告
や
令
和
７
年
度
事
業
計
画
な

ど
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

永
野
秀
幸
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
以
降
、
会
員
の
不
安
が
増

し
て
い
る
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
や
税
務
署
と
協
力

し
、
正
確
な
帳
簿
記
帳
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
会
は
小
国
郷
地
域
・
南
阿
蘇
地
域
・

中
部
地
域
合
わ
せ
て
会
員
96
名
で
、
会
員

向
け
に
㈱
ソ
リ
マ
チ
担
当
者
に
よ
る
学
習

会
や
税
理
士
を
招
い
て
の
記
帳
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
色
申
告
担
当
の
谷
口
実
優
職
員
は

「
今
後
も
税
理
士
に
よ
る
指
導
や
相
談
会

を
開
き
、
税
務
申
告
等
の
不
安
解
消
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
阿
蘇
税
務
署
の
荒
井
嘉
規
氏

に
よ
る
「
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
る

所
得
控
除
の
見
直
し
」
と
題
し
た
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
上
＝
総
会
で
挨
拶

を
述
べ
る
永
野
秀
幸
会
長
）

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
色
申
告
会
通
常
総
会

令
和
７
年
度
事
業
計
画
な
ど
可
決

「
夏
の
農
機
・
自
動
車
展
示
会
」

中
部
と
南
部
地
区
の
２
会
場
で
開
催

Ｊ
Ａ
阿
蘇
「
高
校
生
の
た
め
の
企
業

説
明
会
in
阿
蘇
２
０
２
５
」
に
参
加

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
「
夏
の
農
機
・
自
動
車
展

示
会
」
を
中
部
地
区
（
７
月
３
・
４
日
）

と
南
部
地
区
（
７
月
10
・
11
日
）
の
２
会

場
で
開
き
ま
し
た
。

　

同
展
示
会
は
、
農
業
人
口
の
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
中
、
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
た
提
案
型
展
示

会
と
し
て
開
か
れ
、
関
連
業
者
22
社
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
会
場
の
一
角
に
資
金
相

談
の
臨
時
窓
口
を
設
け
る
な
ど
、
各
部
門

が
連
携
し
て
組
合
員
を
支
援
す
る
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
職
員
や
メ
ー
カ
ー
担

当
者
に
よ
る
説
明
が
分
か
り
や
す
く
、
買

い
替
え
や
新
規
導
入
を
検
討
す
る
い
い
機

会
と
な
っ
た
」
な
ど
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
来
場
者
は
４
１
５
人
、
売
上

金
額
は
約
９
０
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
７
月
25
・
26
日
に
、
益
城

町
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開
か
れ
た
第

61
回
農
機
自
動
車
大
展
示
会
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
展
示
会
開
会
式
で
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇

職
員
お
よ
び
出
展
業
者
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

「
頑
張
ろ
う
三
唱
！
」
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
月
３
日
に
行
わ
れ
た

「
高
校
生
の
た
め
の
企
業
説
明
会
in
阿
蘇

２
０
２
５
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
説
明
会
は
、
高
校
新
規
卒
業
予
定
者

と
求
人
企
業
の
情
報
交
換
の
場
を
設
け
る

こ
と
で
、
相
互
の
理
解
を
促
し
、
若
年
労

働
力
の
地
元
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
Ｊ
Ａ

阿
蘇
を
含
む
地
元
企
業
28
社
が
ブ
ー
ス
を

設
け
、
説
明
会
に
は
教
諭
お
よ
び
生
徒
約

90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

説
明
を
行
っ
た
西
村
恭
兵
職
員
は
「
Ｊ

Ａ
阿
蘇
に
興
味
を
持
っ
て
受
験
し
て
頂
き
、

一
緒
に
Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

ブースでＪＡ阿蘇の説明をする西村職員
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阿蘇コシヒカリを収穫！ 親子で稲刈り体験  ランチはカレーとバーベキュー
　ＪＡ阿蘇は9月13日、管内の小学生親子を対象とし

た稲刈り体験を阿蘇市で行いました。当日は24世帯65

名が参加し、特別栽培米阿蘇コシヒカリの収穫作業に

汗を流しました。

　児童らはＪＡ職員やＪ

Ａ阿蘇青壮年部から稲刈

り鎌の使い方や注意事項

を聞き、一株一株丁寧に

収穫しました。

　参加した児童らは「鎌

で切るときの音が気持ち

いい」「手で収穫するの

はとても疲れる」などと、

息を切らしながら感想を

話していました。保護者からは「子供から率先して稲

刈りに参加したいと言ってきた。なかなか触れること

が少ない農業体験に、このイベントを通して参加でき

て子供が嬉しがっている」との感想も聞かれました。

　収穫後、昼食にはＪＡ阿蘇女性部による新米の阿蘇

コシヒカリを使ったカレーやあか牛の焼肉などが振る

舞われ、昼食の会場は笑顔に包まれました。また女性

部からは「食農クイズ」が書かれたお土産もプレゼン

トされ、児童らを喜ばせていました。

　ＪＡ阿蘇の園田真治職員は「米の価格が高騰してい

る中で、イベントを通して少しでも生産者の立場を体

験してもらい、農産物の大切さを実感してほしい」と

話していました。今回収穫した新米は後日、参加者各

世帯に2㎏贈られる予定です。（写真上＝稲刈りをする参

加児童／写真右＝女性部と青壮年部によるバーベキュー、

お土産プレゼントの様子）

　ＪＡ阿蘇は９月上旬、阿蘇中学生10名と一の宮中学

生12名を農業体験学習として受け入れました。この試

みは、両校の総合的学習の一環で「勤労の喜びや厳し

さを学び、自分の労働観を深めること、ふるさとへの

誇りを強く持つこと」を目的に取り組まれています。

　生徒たちは、米の品種の選別作業や2025年から本格

始動している大型ラック式農業倉庫「米夢（まいむ）」の

見学やアスパラガスの選果、トマトの出荷作業を体験

しました。

　担当したＪＡ阿蘇職員は「生徒たちは積極的に取り

組んでいた。農業への理解を深めてもらういい機会に

なった」と話していました。

（写真＝トマトをパック詰めする阿蘇中学校の生徒たち）

地元中学生が農業体験学習
アスパラガス選果、トマトの出荷作業を体験
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業
務
に
責
任
を
持
っ
て

　
　
　
　  

取
り
組
み
ま
す
！

阿
蘇
南
中
央
支
所
共
済
課
共
済
係

「ＪＡ阿蘇きらり★」★
★ ★

★

梅
田
　
陽
輝

う
め
だ

は
る
き★

★

★

★
★

★
出
身
は
熊
本
市
で
す
。
趣
味
は
馬
術
で
す
。

★
10
月
よ
り
正
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

　
ア
ル
バ
イ
ト
や
臨
時
職
員
と
し
て
皆
様
に
温
か
く

　
迎
え
入
れ
て
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
業
務
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

　
い
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

赤とんぼ米生産部会 グリーンコープ会員らと稲刈り交流会

　グリーンコープ生協くまもとは９月６日、ＪＡ阿蘇
管内で「2025年度産直交流活動レッツゴー田んぼinＪ
Ａ阿蘇」と題した稲刈り交流会を開きました。
　交流会には県内各地から家族連れなど約50人が参加
しました。ＪＡ阿蘇町赤とんぼ米生産部会員から、稲
刈り鎌の使い方を教わった後、参加者らは１株１株丁
寧に刈り取りました。同生協は、産地交流活動の一環
として毎年ＪＡ阿蘇管内で稲刈りを実施しており、同
生協と産地が協議に基づいた有機栽培・農薬不使用・
減農薬で栽培された産直米である赤とんぼ米の周知に

寄与してきました。
　参加した子供たちは「鎌の使い方が難しかった。お米
づくりは大変だと思った」などと感想を話していました。
　収穫後は特製カレーが振る舞われた他、生産者が自
家栽培したスイカの重量当てクイズやバケツ稲コンテ
ストが行われました。
　ＪＡ阿蘇町赤とんぼ米生産部会は会員33人で、総面
積約35haで2025年度は2500俵（１俵＝60㎏）以上の
出荷量を目指しています。（写真上＝みんな笑顔で稲刈り
交流会）
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「田植え」答えとプレゼント当選者4名様

   　   ＝答え＝
① 左の女の子の髪飾り
② おじさんの口
③ 中央の女の子の帯の長さ
④ 男の子がすくった金魚
⑤ 水槽の水草

イラスト違い探し「紅葉」応募方法

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「紅葉」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて応募してください。
正解者の中から抽選で 5名様に

　　　　「阿蘇コシヒカリ5㎏」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 7年 11 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

江口　真帆 様

菅野　央将 様

井　　彩加 様

大津　卓也 様

（熊本市）

（西原村）

（産山村）

（南阿蘇村）

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和7年8月28日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会
2．組合長挨拶
3．協議事項
　委員会報告（経済専門委員会）
　7月末実績について
　１）貸出金について（案）
報告事項
　１）購買約定極度額基準変更について
　２）カスタマーハラスメント基本方針および対応要領について
　３）ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング」報告に
　　 ついて
　４）県域ローンセンター媒介業務実績について（令和7年6月）
　５）令和7年度 上期決算棚卸監査実施要領について
　６）令和7年度 上期決算棚卸休業について（金融・購買・営農）
　７）令和7年度 農機自動車大展示会実績について
　８）自主検査結果について（令和7年6月）
　９）波野購買店舗の廃止及び運営について
　10）ＪＡ阿蘇活動総合3カ年計画進捗状況について
　　 （令和7年6月末）
4．閉会

日時：令和7年9月26日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会
2．組合長挨拶
3．協議事項
　委員会報告（金融・共済専門委員会）
　8月末実績について
　１）リスク評価書およびリスク統括表について（案）
　２）ＪＡバンクローン等にかかる災害緊急特別対策利子補給
　　実施要領（熊本県版）の適用について（案）
　３）お客様本位の業務運営に関する取組方針一部見直しについて（案）
　４）熊本県常例検査回答書（第2回目 案）について
報告事項
　１）マネロンに係る取組み状況について（令和7年3月末）
　２）令和7年度（第3四半期）余裕金運用方針について
　３）ＪＡ阿蘇ＡＴＭ機配置の基本方針について　　 →

　４）令和8年度以降のＡＴＭ更新計画について
　５）令和7年度 米麦等棚卸監査報告書について
　６）2025年度 ＪＡ阿蘇総合展示会実施要領について
　７）令和7年産米概算金決定について
　８）令和8年度 職員募集要領について
　９）自主検査結果について（令和7年7月）
4．閉会

日時：令和7年8月22日午後1時30分
場所：本所2階第一会議室
1．開会
2．挨拶
3．議題
　１）令和6年度決算監事監査回答書について
　２）令和7年度米麦等棚卸監査報告書（案）について
　３）令和7年度上期決算棚卸監査要領（案）について
　４）令和7年度上期決算監事監査日程（案）について
　５）ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング報告」に
　　ついて
報告事項
　①常勤監事業務報告及び会議等報告について
　②令和7年度 第一回常勤理事との定例会議について
　③令和7年度 監事研修会（Ｗｅｂ）開催について
　④行事予定について
4．閉会

日時：令和7年9月17日午後1時
場所：本所2階第一会議室
1．開会
2．挨拶
3．議題
　１）令和7年度上期決算棚卸監査実施手続きについて
報告事項
　① 常勤監事業務報告及び会議等報告について
　② ＪＡ常勤監事研修会報告について
　③ 第25期監査法人「監査計画概要説明書」について
　④ 行事予定について
4．閉会

■令和7年度第7回理事会

■令和7年度第8回理事会

●令和7年度第5回監事会

●令和7年度第6回監事会

● ● ●  ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ  ● ● ●

川﨑　和美　 高森支所ＪＡ阿蘇農機センター係　　　　　　　　　　　高森支所ＪＡ阿蘇車輌センター係

山内　慶三　 阿蘇町中央支所ＪＡ阿蘇車輌センター係（高森駐在）　　高森支所ＪＡ阿蘇車輌センター係

鶴山　　良　 一の宮中央支所金融課金融係　　　　　　　　　　　　　阿蘇南中央支所金融課金融係

太田　奏多　 一の宮中央支所金融課融資係　　　　　　　　　　　　　一の宮中央支所金融課金融係

氏 名 旧辞令新辞令

●令和７年９月１日辞令

山本　孝子　 共済部保全課長代理　　　　　　　　　　　　　　　　　共済部保全課保全係

氏 名 旧辞令新辞令

●令和７年10月1日辞令

梅田　陽輝　 阿蘇南中央支所共済課共済係

氏 名 内示

●令和７年10月1日新入職員内示
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私たちは、家庭から出る使用済み油をリサイクルしています。
皆様のご協力をお願いします。

私たちは、家庭から出る使用済み油をリサイクルしています。
皆様のご協力をお願いします。

BDFとは
（バイオディーゼル燃料）

廃食用油回収
リサイクルプロジェクト
廃食用油回収

リサイクルプロジェクト
廃食用油回収

リサイクルプロジェクト

　ご家庭で、天ぷらや唐揚げ、とんかつなどを揚げた使用済み油、
そのまま捨てていませんか?
　その油、私たちが回収します!
　回収した天ぷら油は、環境にやさしい「バイオディーゼル
燃料」として生まれ変わり、軽油や重油の代替エネルギー
として、地域で活用されます。
　環境保全に役立てるため、是非ご協力ください。

植物油を原料に精製、軽油の代替燃料です。
使用してもCO₂を増やさないので環境に
やさしく、地球温暖化対策になります。

油は捨てずに
リサイクル!
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